
　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英

邦
社
長
、
大
阪
市
）
は
、
来
年

４
月
に
大
阪
市
東
成
区
の
本
社

を
、
う
め
き
た
エ
リ
ア
に
誕
生

し
た
西
日
本
屈
指
の
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル「
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
」

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
14
階
に
移
転
す

る
と
発
表
し
た
。

　
同
社
が
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
Ｃ

Ｃ
Ｃ
２
０
３
０
」で
掲
げ
る「
自

律
協
働
社
会
」
の
実
現
に
向
け

て
、
人
と
企
業
の
新
た
な
つ
な

が
り
を
生
む
こ
と
が
オ
フ
ィ
ス

に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
と
捉

え
、
こ
れ
ま
で
東
成
区
の
本
社

と
梅
田
オ
フ
ィ
ス
の
２
拠
点
に

分
か
れ
て
い
た
一
般
管
理
部
門

と
事
業
部
門
を
１
フ
ロ
ア
に
集

約
す
る
。

　
移
転
後
は
、
１
フ
ロ
ア
か
ら

な
る
新
た
な
本
社
オ
フ
ィ
ス
を

通
じ
て
、
働
き
方
や
働
く
環
境

で
、
人
と
企
業
を
繋
ぐ
実
験
的

な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、

自
律
協
働
社
会
の
実
現
、
さ
ら

な
る
事
業
成
長
の
実
現
を
目
指

す
。
ま
た
、
働
く
現
場
の
見
学

で
き
る
「
ラ
イ
ブ
オ
フ
ィ
ス
」

機
能
を
生
か
し
、
西
日
本
エ
リ

ア
に
お
け
る
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
事

業
の
一
層
の
シ
ェ
ア
拡
大
を
図

る
。

　
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
パ
ー

ク
タ
ワ
ー
は
、
地
上
39
階
、
地

下
３
階
の
関
西
屈
指
の
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
と
し
て
、
２
０
２
４
年

11
月
末
竣
工
。
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
か

ら
直
結
し
、
７
駅
15
路
線
が
利

用
可
能
。
基
準
階
１
、　
２
５

０
坪
を
誇
る
西
日
本
屈
指
の
オ

フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
で
、
多
種
多
様

な
働
き
方
に
対
応
可
能
。
低
層

階
か
ら
は
公
園
の
緑
、
高
層
階

か
ら
は
大
阪
市
内
や
淀
川
を
望

む
唯
一
無
二
の
眺
望
が
広
が

る
。

　
今
年
３
月
21
日
に
オ
ー
プ
ン

す
る
南
館
に
は
シ
ョ
ッ
プ
＆
レ

ス
ト
ラ
ン
55
店
舗
や
ホ
テ
ル
、

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
な
ど
が
入
居
す

る
。
２
０
２
７
年
春
頃
に
う
め

き
た
公
園
後
行
工
区
が
オ
ー
プ

ン
し
、
２
０
２
７
年
度
に
グ
ラ

ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
全
体
の
ま
ち

び
ら
き
を
予
定
し
て
い
る
。
　

　
三
菱
鉛
筆
株
式
会
社
（
数
原

滋
彦
社
長
、
東
京
都
）
は
、
２

月
13
日
に
東
京
・
大
井
町
の
本

社
会
議
室
で
、
２
０
２
４
年
12

月
期
決
算
及
び
新
中
期
経
営
計

画
「
中
期
経
営
計
画
２
０
２
５

―
２
０
２
７
」
に
関
す
る
説
明

会
を
開
催
し
た
。

　
説
明
会
は
、
長
谷
川
直
人
上

席
執
行
役
員
（
財
務
担
当
）
が

２
０
２
４
年
12
月
期
決
算
概

況
、
数
原
社
長
が
新
中
期
経
営

計
画
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説

明
を
行
っ
た
。

　
前
期
の
連
結
業
績
は
売
上
高

８
８
８
億
２
千
万
円
と
前
年
比

18
・
７
％
の
増
収
。
海
外
市
場

で
堅
調
に
推
移
し
た
こ
と
や
円

安
に
よ
る
押
し
上
げ
影
響
も
あ

り
、
売
上
高
は
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。

　
売
上
総
利
益
は
原
材
料
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
高
騰
等
依

然
続
い
て
い
る
も
の
の
、
売
上

伸
長
に
よ
る
販
売
差
益
の
増
加

で
21
・
８
％
増
の
４
６
８
億
４

千
万
円
と
な
っ
た
。
営
業
利
益

は
ラ
ミ
ー
社
の
持
分
取
得
に
関

連
す
る
費
用
な
ど
の
影
響
に
よ

り
２
・
９
％
増
と
微
減
と
な
っ

た
が
、
売
上
総
利
益
、
営
業
利

益
、
当
期
純
利
益
の
い
ず
れ
も

過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

　
地
域
別
構
成
比
は
海
外
59
・

７
％
、
国
内
40
・
３
％
。
海
外

は
米
国
や
欧
州
の
売
上
高
の
伸

び
が
牽
引
、
欧
州
は
ラ
ミ
ー

の
売
上
も
大
き
く
寄
与
し
た
。

製
品
別
構
成
比
で
は
国
内
は

シ
ャ
ー
プ
、
海
外
で
は
サ
イ
ン

ペ
ン
が
伸
長
、
ラ
ミ
ー
社
に
よ

り
そ
の
他
（
万
年
筆
）
の
比
率

が
増
加
し
た
。

　
数
原
社
長
は
中
期
経
営
計
画

２
０
２
２
―
２
０
２
４
を
振
り

返
り
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

や
考
え
方
を
持
っ
た
活
動
に
加

え
て
、
想
定
よ
り
も
円
安
の
追

い
風
を
受
け
、
特
に
海
外
筆
記

具
事
業
に
お
い
て
大
き
な
成
長

を
達
成
。
総
じ
て
一
定
の
堅
調

な
活
動
が
で
き
た
」
と
し
た
。

　「
中
期
経
営
計
画
２
０
２
５

―
２
０
２
７
」
で
は
、「
あ
り

た
い
姿
２
０
３
６
」
制
定
後
、

第
二
期
目
の
中
期
経
営
計
画
と

し
て
、「
ｕ
ｎ
ｉ
　
Ａ
ｄ
ｖ
ａ

ｎ
ｃ
ｅ
」
を
基
本
方
針
に
、
前

３
カ
年
計
画
で
推
し
進
め
て
き

た
新
た
な
企
画
や
活
動
を
土
台

に
、
そ
れ
ら
を
さ
ら
に
発
展
・

加
速
さ
せ
、
企
業
変
容
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
実
現
、
具

体
化
す
る
。
新
中
期
計
画
の
最

終
年
と
な
る
２
０
２
７
年
の
数

値
目
標
は
売
上
高
１
０
３
０
億

円
。

　
重
点
方
針
は
、
①
筆
記
具
事

業
の
成
長
継
続
と
多
角
化
推
進

②
非
筆
記
具
事
業
の
規
模
拡
大

と
グ
ル
ー
プ
の
あ
り
た
い
姿
実

現
の
牽
引
③
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
連
携
し
、
経
営
基
盤
の

強
化
。

　
今
後
予
想
さ
れ
る
人
口
動
態

の
変
化
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進

化
、
価
値
観
の
多
様
化
、
筆
記

具
業
界
の
競
争
激
化
な
ど
の
外

部
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、

「
あ
り
た
い
姿
２
０
３
６
」
の

実
現
に
向
け
た
事
業
領
域
と
成

長
ス
ト
ー
リ
ー
を
示
し
た
。

　
筆
記
具
事
業
の
成
長
ス
ト
ー

リ
ー
は
、
成
長
持
続
と
、
多
角

化
推
進
。
主
な
重
点
施
策
は
①

国
内
、
米
国
・
欧
州
・
中
国
の

注
力
市
場
に
お
け
る
ｕ
ｎ
ｉ
ｂ

ａ
ｌ
ｌ
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ

Ｍ
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
の
３
ブ
ラ
ン

ド
で
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
と
商

品
拡
売
の
推
進
②
ラ
ミ
ー
社
の

企
業
価
値
向
上
と
ｕ
ｎ
ｉ
と
の

シ
ナ
ジ
ー
創
出
③
イ
ン
ド
に
お

け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
「
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｃ
社
」
と
の
合
弁
会
社
を
軸

に
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
の
普

及
価
格
帯
へ
の
参
入
推
進
④
製

造
拠
点
を
有
効
活
用
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
効
率
化
お
よ
び
最
適
化
。
海

外
比
率
は
２
０
２
１
年
の
５
割

弱
か
ら
２
０
２
４
年
は
約
６
割

へ
と
上
昇
、
今
後
も
成
長
を
加

速
さ
せ
る
。

　
非
筆
記
具
事
業
は
、
化
粧
品

事
業
、
産
業
資
材
事
業
な
ど
の

展
開
に
加
え
て
、
筆
記
体
験
に

よ
る
新
た
な
価
値
創
造
に
よ
る

新
規
事
業
創
出
を
目
指
す
。

　
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
取

り
組
み
は
人
的
資
本
と
技
術
基

盤
の
強
化
を
重
点
に
実
施
。
ラ

ミ
ー
社
の
連
結
子
会
社
化
に
よ

り
グ
ル
ー
プ
海
外
社
員
の
比
率

が
大
幅
に
上
昇
し
た
こ
と
も
あ

り
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
に
よ
る

新
価
値
創
造
を
促
進
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
へ
の
変
革
を
推

進
す
る
。

　
同
社
は
「
資
本
コ
ス
ト
や
株

価
を
意
識
し
た
経
営
の
実
現
に

向
け
た
対
応
」
に
積
極
的
な
取

り
組
み
を
継
続
中
で
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ

８
％
以
上
、
Ｐ
Ｂ
Ｒ
１
倍
以
上

を
恒
常
的
な
目
標
値
と
し
、
長

期
・
安
定
し
た
株
主
還
元
の
方

針
の
も
と
累
進
的
な
配
当
を
続

け
る
予
定
。

　
株
式
会
社
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス

（
西
村
彦
四
郎
社
長
、
大
阪
市
）

は
、
３
月
７
、
８
日
に
東
京
・

台
場
の
ア
ク
ア
シ
テ
ィ
お
台
場

３
Ｆ
ア
ク
ア
ア
リ
ー
ナ
で
、
子

ど
も
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し

た
「
ク
レ
パ
ス
１
０
０
周
年
記

念
お
絵
描
き
体
験
イ
ベ
ン
ト
」

を
開
催
す
る
。

　
同
社
は
ク
レ
パ
ス
で
描
く
機

会
や
楽
し
さ
を
伝
え
て
き
た
歴

史
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
１
０

０
周
年
と
い
う
節
目
に
、
自
由

に
自
分
ら
し
く
ク
レ
パ
ス
で
描

く
楽
し
さ
を
体
験
す
る
場
を
提

供
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

今
回
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
た
。 

　
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
は
「
咲

か
せ
よ
う
、
じ
ぶ
ん
い
ろ
」。

桜
の
花
の
型
紙
に
ク
レ
パ
ス
を

使
っ
て
描
い
た
自
分
色
の
桜

を
、
大
き
な
桜
の
木
の
キ
ャ
ン

バ
ス
に
貼
り
、
参
加
者
全
員
で

満
開
の
桜
を
咲
か
せ
て
い
く
。

　
対
象
は
小
学
校
以
下
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
で
、
参
加
費

は
無
料
。
参
加
者
限
定
プ
レ
ゼ

ン
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
プ
レ
ゼ
ン

ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
用
意
。

　
な
お
、
ク
レ
パ
ス
発
売
１
０

０
周
年
記
念
商
品
の
発
売
や
１

０
０
周
年
記
念
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ

を
公
開
中
。

過
去
最
高
の
売
上
更
新

筆
記
具
事
業
の
多
角
化
推
進

説
明
す
る
数
原
滋
彦
社
長

コ
ク
ヨ
が
本
社
移
転

来
年
４
月
、う
め
き
た
エ
リ
ア
に

う
め
き
た
エ
リ
ア
の
グ
ラ
ン
グ

リ
ー
ン
大
阪
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
14

階
に
移
転

体
験
イ
ベ
ン
ト
の
イ
メ
ー
ジ

サクラクレパス

ク
レ
パ
ス
１
０
０
周
年

台
場
で
記
念
の
体
験
イ
ベ
ン
ト


